
 

 

  

 

 

 
 
 
 
先日，一部の県立高等学校において，令和４年度に学科・コースの新設及び改編を行うという発表が

ありました。また，愛知県公立高等学校入学者選抜（全日制課程）一般選抜における各高等学校の校内

順位の決定方法についても発表がありました。既に新聞などで読んだことがあると思いますが，今一度

確認してください。 

 

学科・コースの新設及び改編 

＜全日制単位制への改編＞ 

学校名 学科名 ねらい 

守山高校 
全日制学年制普通科 

↓ 

全日制単位制普通科 

多様な選択科目から将来の進路希望や興味・関心に応じて

生徒自身が選んで学習できることや，充実したキャリア教

育によって，自ら学びに向かい，自己の可能性を伸ばして

いくことができる人材の育成を目指す。 

 

＜学科の新設・改編＞ 

学校名 学科名 ねらい 

瑞陵高校 

理数科 

（本県初） 

普通科のコスモサイエンスコースでの実績を生かし，理数

教科に関する系統的な探究活動を通して，多角的・複合的

に事象を捉えて課題を解決する力や，新たな価値を生み出

す創造的な力を身に付け，ものづくり産業を含む科学技術

分野の研究や開発を支える人材の育成を目指す。 

東海商業高校 

  ↓ 

東海樟風高校 

（校名変更） 

総合ビジネス科，情報科 

↓ 

総合情報科 

（本県初） 

ＡＩ，ＩｏＴ，ビッグデータなどを核とする情報化の進展

に対応したデジタル技術を習得し，ＩＣＴとビジネスを融

合して新たな価値やイノベーションを創出できる産業界が

求める人材の育成を目指す。 

 

＜コースの新設・改編＞ 

学校名 学科名 ねらい 

守山高校 企業連携コース 

（各４０名） 

（本県初） 

※情報ビジネスコース

からの改編 

職業に関する基礎的な科目を学んだ上で，週１回程度の企

業実習を一定期間継続して体験すること（デュアルシステ

ム）等を通して望ましい勤労観・職業観の醸成を図り，地

域の企業で即戦力として活躍できる人材の育成を目指す。 

第１３号 

知多市立中部中学校 

令和３年度 進路だより 令和３年７月１２日 発行 

学科改編＆校内順位方法決定！！ 

 

～少年少女よ，大志を抱け～ 



公立高校の校内順位決定方法 

学校名 学科名 選択 学校名 学科名 選択 学校名 学科名 選択 

旭丘 
普通 Ⅲ 半田 普通 Ⅲ 三好 スポーツ科学 Ⅱ 

美術 Ⅰ 半田東 普通 Ⅲ 刈谷北 国際教養 Ⅲ 

明和 
普通 Ⅲ 半田工科 工業 Ⅱ 刈谷工科 工業 Ⅱ 

音楽 Ⅲ 半田農業 農業 Ⅰ 安城農林 農業 Ⅱ 

千種 
普通 Ⅲ 半田商業 商業 Ⅱ 三谷水産 水産 Ⅱ 

国際教養 Ⅲ 
常滑 

普通 Ⅲ 
菊里 

普通 Ⅲ 

愛知総合工科 工業 Ⅰ 工業 Ⅰ 音楽 Ⅲ 

愛知商業 商業 Ⅰ 横須賀 普通 Ⅲ 
向陽 

普通 Ⅲ 

瑞陵 

普通 Ⅲ 東海南 普通 Ⅲ 国際科学 Ⅲ 

食物 Ⅲ 東海樟風 総合情報 Ⅱ 
桜台 

普通 Ⅲ 

理数 Ⅲ 
大府 

普通 Ⅲ ファッション文化 Ⅰ 

松蔭 普通 Ⅲ 生活文化 Ⅰ 緑 普通 Ⅲ 

昭和 普通 Ⅲ 大府東 普通 Ⅰ 富田 普通 Ⅰ 

名古屋西 普通 Ⅲ 
桃陵 

ヒューマンケア Ⅰ 山田 普通 Ⅰ 

熱田 普通 Ⅲ 衛生看護 Ⅰ 
名東 

普通 Ⅲ 

中村 普通 Ⅲ 知多翔洋 総合 Ⅰ 国際英語 Ⅲ 

鳴海 普通 Ⅰ 阿久比 普通 Ⅲ 西陵 総合 Ⅰ 

名古屋南 普通 Ⅲ 東浦 普通 Ⅰ 名古屋商業 商業 Ⅲ 

名古屋工科 工業 Ⅰ 内海 普通 Ⅰ 市立工業 工業 Ⅰ 

豊明 普通 Ⅰ 武豊 普通 Ⅰ 市立工芸 工業 Ⅰ 

（近隣の学校，過去に受検したところを中心に掲載しました。その他の学校については，愛知県教育委

員会のホームページをご覧ください。白抜きの部分は，昨年度から変更した学校です。） 

 

＜全日制課程一般選抜における校内順位の決定について＞ 

１ 受検者を「Ａ」及び「Ｂ」に分ける。 

 (1) 調査書の評定得点（※１）と学力検査合計得点（※２）の累積人数がともに各高等学校の定め

る基準人数内にある者について，その他の入学者選抜の資料を総合的に判断した上で，この者を

「Ａ」とする。 

   なお，基準人数は，各高等学校・学科の募集人員から推薦選抜及び特別選抜（海外帰国生徒選

抜，外国人生徒等選抜，連携型選抜）の合格者数を減じた人数を原則とする。 

 (2) 上記「Ａ」に属さない全ての受検者を「Ｂ」とする。 

２ 一般選抜における校内順位の決定は，「Ａ」，「Ｂ」の順序で，総合的に行う。 

３ 「Ｂ」における順位の決定については，各高等学校があらかじめ選択した次のⅠ，Ⅱ，Ⅲのいず

れかの方式によって得られた数値を基礎資料とした上で，総合的に行う。 

   Ⅰ （評定得点）＋（学力検査合計得点） 

   Ⅱ ｛（評定得点）×１.５｝＋（学力検査合計得点） 

   Ⅲ （評定得点）＋｛（学力検査合計得点）×１.５｝ 

 

※１ 評定得点は，調査書の「学習の記録」の評定合計を２倍した数値とし，最高９０点（５点×９

教科×２）とする。 

※２ 学力検査合計得点は，国語，数学，社会，理科及び外国語（英語）の各教科の得点の合計とし，

最高を１１０点（２２点×５教科）とする。 



 


